
認定NPO法人

NGOブラジル人労働者支援センター

（ONG TRABRAS)

理事長 加藤仁紀

大和正論の会 ２０１６年９月２５日 講演会



正座して応援団に感謝するラファエラ （Foto: Roberto Castro/Brasil2016）

ラファエラの金メダルは日本の勝利でもある ニッケイ新聞 WEB版より



（8）日系コロニア文芸機関誌 òのΨそんò

作品のTRABRASホームページ転載

(7) 憩の園支援（サンパΩロ日系高齢者施設）

憩の園在日協力会を通じて

(6) サンタカタリーナ州ラーモス日系移住地の
活性化への協力

・観光農業開発・近藤浩一路画伯水墨画展示場開設

(山梨県立美術館協力）

(3) 憩の園在日協力会支援
（サンパΩロ日系高齢者施設）

（１） 労働者支援
・ 法的ガイド、トラブル相談・解決、弁護士紹介
・ 生活ガイド、職業訓練所等紹介
・ 帰伯労働者情報援護センター
（在サンパΩロNIATRE）と連携

・ いのちの電話と連携

(2) 在日ブラジル人学校（群馬県、茨城県）支援

・ 子ども達は将来の日伯関係の絆たる人材で
あることの認識

・ 子ども達が将来の夢を持てるよΨに、
また夢の実現に向けての手助け

・ 運動会等各種行事・技能習得支援、
ホームスティ受け入れ等

（早大・上智大・慶応・筑波大学生等と連携）
・ 早稲田大学ボランティアセンター授業で講義

（加藤理事長）

(1) ブラジル日本語センター
・ 日本語普及事業活動協力
・ 出版物の日本の国立国会図書館寄贈・収納協力

(5) サンパΩロ総合大学
・ 日本文化研究所・言語センターへの協力

活動の目的
＜ブラジル日系社会と日本社会の連帯意識の醸成＞

＜日伯友好・親善関係促進・強化＞

日伯人材交流促進

（とくに小学校間交流、青年の相互

ホームステイ等の実現に最大限注力）

◎移住が途絶えた今

＜在日ブラジル人支援活動 （日常生活支援）＞
＜ブラジル日系社会との連携＞

<協力グループ＞
・日本学生海外移住連盟ＯＢ会
・早稲田大学海外移住研究稲門会

ララ物資（Licenced Agency for Relief of  Asia）

TRABRAS活動概要
（2003年～）

認定ＮＰＯ法人
ＮＧＯブラジル人労働者支援センター

<協力グループ＞ ・ブラジル稲門会

(2) 非営利法人日伯教育機構
・ 日本語・日本文化普及事業活動協力
・ 傘下の日系コレジオ（ブラジルの小中高等学校）
への大学生派遣（日本語・日本文化授業の手伝い）
・ 日系コレジオと日本の学校との交流促進

(4) アリアンサ(日伯文化連盟）
・ 情報提供協力

(3)



在日ブラジル人支援活動



１．自己紹介

①早稲田大学海外移住研究会にて移住啓蒙活動に携る
・日本学生海外移住連盟（連盟ＯＢ総数約５００名）
・現パラグアイ駐日大使豊歳直之氏（早大移住研ＯＢ）
・石井千秋氏…ミュンヘン五輪銅メダリスト（ブラジル柔道初、早大移住研ＯＢ）.

②１９６４年卒業と同時にブラジル移民として渡伯、
「南米銀行Banco America do Sul.S.A.」（当時富士
銀行＜現みずほ銀行＞出資先）入行、まもなく退行

③３年で帰国、綜研勤務（日本最古の統合調査機関、 ブラジルとの公私の
交流継続）



役員・団体紹介

① ２００３年より活動開始

＊ 役員は早稲田大学海外移住研究会OBが中心

② ２００８年（ブラジル移民１００周年）ＮＰＯ法人化

③ ２０１１年より早稲田大学平山邦夫記念ボランティアセンター（ＷＡＶＯＣ）

講師 （加藤理事長）

④ ２０１２年 ＴＲＡＢＲＡＳユースチーム発足

＊ 同チームはその後、ＷＡＶＯＣ公認団体ノバ・エスペランサへ昇格

⑤ 上智大学ポルトガル語学科団体パッサレーラ・アルコ・イリスと連携

⑥ ２０１５年認定ＮＰＯ法人資格取得



３. 国の海外移住政策

◎戦前移住（１９０８～１９４２年）
貧困農村の人減らし・・・・・・・約１９万人

◎戦後移住（１９５２～１９７３年）
引き揚げ者等の失業対策・・・約５．３万人

移住船 あるぜんちな丸

http://blogs.yahoo.co.jp/yoshijiwada2/MYBLOG/profile.html


４．在日ブラジル人支援活動の背景・趣旨

・ 日本移民受け入れへの恩義

・ ララ物資への恩義

・ 移住啓蒙活動に携わった責任

・ 日本国政府が中南米の日系人デカセギを招請した責任

・ ポルトガル語（含むスペイン語）対応が可能

・ 国益（日伯友好親善）に寄与



５．在日ブラジル人（デカセギ）増加の背景と現状

① 背景

・日本の労働力不足解消（補充）の手段として

・１９９０年入管法改正、在留資格付与（日系人３世までとその配偶者）し、労働力として

デカセギを招請

・ブラジル側はデカセギに日本の技術習得を期待するも実際は３Ｋ単純労働

・実際は労働力需給の調整弁



② 現状
・在日ブラジル人数推移（リーマンショック・東北大震災
福島原発事故でデカセギ数が始めて減少、昨今は再増加傾向

群馬県邑楽郡大泉町 スーパーマーケット（左） レストラン（右）



大震災瓦礫撤去 ボランテイア
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在留外国人数の推移 (単位万人）

１９９０年
入管法改正

その他

米国

ペルー

フィリッピン

ブラジル

中国

韓国・朝鮮

２０１１年
大震災 ・原発事故

２００８年
リーマンショック

２００９年
帰国支援制度

２０１５年１２月末
総数 ２，２３２，１８９人
法務省統計
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ブラジル人永住者推移



抱える問題

・ 日本人との共生（ブラジル人コミュニティーの形成、日本人との壁）

・ 日本語の習得、文化の違い（ゴミ、騒音問題等）

・ いじめ、差別

・ 将来に不安を持つ子ども、夢が持てない子ども

・ 進学・就職

・ 非行、犯罪

・ 母国を知らない子ども（セミリンガル）

・ 高齢化、生活保護受給者の増加

・ 年金問題（日伯年金協定）



必要とされる対策（外国人受け入れ問題）

「外国人政策」ではなく「移民政策」を

・外国人を永住者として地域に根付かせる政策
（日本語教育、職業訓練、就職支援）



６．支援活動の内容

①支援活動について



◇ 労働者支援活動の目的

① 日常生活や労働等の問題解決、生活の安定と向上

② 日本人が味方に付いている安心感

③ 日本・日本人への恨みを抱かせない

④ ブラジル人が、日本で差別やいじめを受けているとい
うブラジル国内での悪印象の払拭

⑤ 日伯両国の友好・親善



◇ 労働者支援活動の動機

① ブラジル日系人デカセギの増大と労働問題等頻発

② 不自由な言語、習慣の違い等で困るデカセギ

③ 弱みに付け込む派遣会社等経営者

④ 不当かつ差別的扱いをする経営者

⑤ 労働基準監督署等行政機関の弱い指導力

⑥ 支援団体の多くがデカセギ（解決能力に欠ける）



◇ 支援活動の方針



在日ブラジル人学校支援活動

学生団体と連携

早 大 ノバ・エスペランサ

上智大 パッサレイラ・アルコ・イリス

筑波大 ときめき太鼓塾

在日ブラジル人学校 ８０校 日本各種学校 １１校
ブラジル政府から許可あり ４８校
（文部科学省調べ ２０１０年現在）
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６．支援活動の内容

（２）相談対応について



① 組織体制

【役員】
理事・相談役・顧問・監事

・

総会・理事会

【在ブラジル 協力・関係機関】

＊ ブラジル日本語センター
＊ 日伯教育機構、日系コレジオ

＊ ブラジル稲門会

＊ 憩の園

＊ ラーモス文化協会

＊ サンパウロ総合大学日本文化研究所

＊ アリアンサ（日伯文化連盟）

＊ 日伯農村文化振興会（のうそん）

相談役：相田祐弘
ブラジル稲門会会長、早大ＯＢ

顧 問：国吉二ルソン教授

早大理工学術院国際教育センター長

顧 問：富田博義 （ブラジル在住）

元学移連委員長、早大移住研ＯＢ

正会員

賛助会員

【在日本 協力・関係機関】

＊ 日本学生海外移住連盟OB会

＊ 早稲田大学海外移住研究会稲門会

＊ 憩の園在日協力会

＊ 在日ブラジル人学校

（日伯学園、エスコーラオプソン）

＊ 命の電話

＊ ボンペックス社



　　　　　　　厚生労働省
　　　  （労働局、労働基準監督署）
　　　  （ハローワーク、社会保険事務所）

② 相談対応体制

電話対応
即時処理
　　 

デカセギ 携帯

固定電話

eメール

警察署

病院

入国管理局

医者

市区町村役場

雇用主等企業

裁判所・検察庁

活動歴約10年
スタッフ約20人
解決等実績約2,000件

厚生労働省
（労働局、労働基準監督署）

（ハローワーク、社会保険事務所）弁護士紹介

面談（来所、訪問）

(

活動歴約１３年
スタッフ 約２０人

解決等実績２，２００件
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④ 支援事例

1. 母親に赤子を返さない児童相談所 （山梨県、３０歳女性、ブラジル人）

2. アパート立退き強制 （島根県、３８歳男性、ブラジル人）

3. 帰国直前に払われた残業代 （群馬県、５０歳男性、ブラジル人）

4. 奨学金のもらい方 （愛知県、４７歳男性、ブラジル人）

5. 交通事故で娘が死亡 （岐阜県、５０代男性、ボリビア人）

6. 遺体の目にタオルを突っ込んだ医師 （山梨県、３５歳女性、ペルー人）

7. 労基署にいる危険な通訳 （山梨県、女性２８歳、ブラジル人）

8. エレベータ転落事故 （千葉県、４７歳男性、ブラジル人）

9. “奴隷扱い”された女性 （埼玉県、４７歳女性、ブラジル人）

10. 国民保険税不払いで給料差し押え （千葉県、４５歳、ペルー人）

11. 避妊手術ミス （静岡県、３８歳女性、ブラジル人）

12. ѼΕ （栃木県、２０代夫婦、ブラジル人）

13. 入管の不適切なビザ更新 （愛知県、２６歳男性、ペルー人）

14. 虐められている日本人を助ける （岐阜県 50歳女性、ブラジル人）

15. 会社設立して成功 （埼玉県、２０代男性２人、ブラジル人）



在日ブラジル人労働者の先行き



・ １９９０年 入国改正後 ２６年経過

・ ピーク時３３万人、２０１５年末１７万人 現在漸増傾向

・ その凡そ３分の２が労働者と推定され、その多くが派遣会社雇用の非正規
３K労働者（労働力需給の調整弁）

・ 現在半数以上が永住権取得

・ 住宅ローン設定、子弟が日本の大学進学⇒長期的には日本への同化傾向

・ 移民が途絶えた今、在日ブラジル人の存在は日伯交流の要石であり、日伯
両国の友好・親善・国益に寄与

・ 生活保護者 １，４４９人（２６年度） 漸増傾向 ブラジル年金と二重取り？

① 在日ブラジル人の現状



・ ＥＵ域内は原則「移動の自由」が認められ各国政府はその数の制限不可

・ 英国にとって、移民は（主にＥＵ域内の東欧諸国から流れ込む非熟練労働者）は無制限
に受け入れざるを得ない“迷惑な”存在。つまり、英国民は職を奪われ、治安が悪化
（テロの危険）、福祉のただ乗り、国民の税負担増加、英国古来の文化の喪失等の不安。

・ 在日ブラジル人労働者は、日本政府が１９９０年に入管法を改正し、労働者不足解消、
在留資格を付与、頼んできて貰った外国人労働者（日系３世とその配偶者まで）

・ 少子高齢化の日本にとってブラジル人労働者は、日系の血を引く貴重な存在
（中南米全体の日系人も同様）

・ 日本国内のブラジル人労働者の存在意義は比較的大きく、英国が抱えＥＵ離脱の一因
となった厄介者？の移民・難民問題とは異なる。

② 英国のＥＵ離脱の一因である
外国人労働者との関わりにおいて



・ リーマンショック時の＜日系人（離職者）帰国支援活動＞
平成２００９年度、帰国者２１，６７５人（うちブラジル人 ２０，０５３人、９２．５％）に対し、
本人一人当たり３０万円、扶養家族２０万円支給、厚労省予算総額１８２億円（執行額７３億円）

②－２ 英国のＥＵ離脱の一因である
外国人労働者との関わりにおいて



・ 日本は移民政策をとってない。その土壌もない

・ 在日ブラジル人の例で言えば、各地にコミュニティーを形成し、地域社会との 真の交流はみら
れず、豊かではないが、独自の安定的生活を謳歌している。 彼らを移民として受け入れることが
外国人受け入れ問題解決の試金石となる。他の中南米日系人に対しても同様。

・ 将来の外国人受け入れを論ずるならば、先ず、就労・就学前の入国外国人に対し、最低でも政府
の予算で一定程度の日本語学習を義務づける必要がある。
その上で就労・技術習得支援」等が必要。

・ 同時に政府主導の「外国人支援センター」機関設置が望ましい。
いずれにしても豊かで平和な少子高齢化社会に異文化・異人種の労働者を多数迎え入れることに
耐え、国力の増進に繋げられるか日本・日本人の覚悟が問われる。

③ 外国人受け入れ問題について



・ 適切な移民政策が講じられれば現行在留資格「日系３世とその配偶者迄」を
「日系４世と配偶者迄」 （将来は５世以降も視野）を検討する。

・ 中南米日本移民の新たな意義・意味づけ。
中南米日系移民の受入を中途半端なもので終わらせず、中南米諸国との永続的な
結びつきの礎とする。

・ 中南米日系人の確かな受け入れ経験・実績を積み重ねて、他の外国人受け入れの
素地を作る。

③－２ 外国人受け入れ問題について



<ブラジル日系社会支援活動



１．ブラジルと日本の関係
（ブラジル人から見た日本の印象）



① ブラジル人が初めて見た日本人の印象

笠戸丸
１９０８年６月１８日サントス到着



② 日本移民の農業における貢献



ブラジルでも幾日にもわたって報道され、

特にテレビニュースなどは、この大震災にあっ
ての日本国民の冷静・沈着な行動をとてもブラ
ジルでは信じられないこととくりかえし報じてい
た。

③ 東北大震災時の日本人が与えた印象



ブラジル政府が２０１０年から始めた「国境なき科学（Ｓｉｅｎｃｉａ sem Fronteiras)とい
う大プロジェクトがある。５年間でブラジルの理系大学生１０万人を世界中の大学に
国家負担で留学させるという壮大な計画である。

ここ１～２年は、経済的事情で中断しているが、学生の留学先として人気のあるの
は、日本の大学だそうである。

アニメ・マンガはブラジルでも相当人気が高く、当地の日本語学校の先生や生徒

も今や非日系人が多くなってきている。

④ ブラジルにおける日本の人気



⑤ サッカーと柔道

１９７２年ミュンヘンオリンピック柔道で
ブラジル初の銅メダル獲得



ブラジルは凶悪な犯罪が多く治安が悪い。

改善するには子供の教育がもっとも重要であることは分かっているが対応策に決め手

がない。州知事クラスが、日本の学校で、児童・生徒が規律正しくチームワーク

で掃除を行い、給食当番をする、行事に取り組む等の学習現場を見て感銘を受け、

この教育方法こそがブラジルを改革する最良の方法であると確信するそうである。

⑥ 日本の教育への関心



⑧ ブラジルの国旗と日本移民・日系移民

ＯＲＤＥＭ Ｅ ＰＲＯＧＲＥＳＳＯ

（秩序と進歩）



製造業の人手不足を補うために日本政府が彼らを招請したのであるが、政府は

「移住政策」をとらず、「外国人対策」で対応しているため、彼らが日本で安定的な

在住をしているとは言い難い。しかしながらブラジル日系人の働き手のおよそ

１０～１５％が来日する影響は経済的のみならず、文化的にも大きく、せっかくで

あれば温かく迎え入れる必要があることは言うまでも無い。

１００年以上も前も、戦後の苦しい時代にも日本移民を温かく受け入れてくれた

ブラジルへの恩義は忘れてはならない。

⑦ 在日ブラジル人の存在



▲ ブラジルにおける日系人社会の負の記憶

戦後間もない頃、日本の敗戦をみとめなかった日本移民の

「勝ち組（臣道聯盟）」とそれを認めた「負け組」の争いで前者が後者を襲撃し、

死傷者を出すという事件は当時ブラジルを震撼させた。

⑧ 勝ち組（臣道聯盟）・負け組



２．ブラジルの日系社会



世界的に見ても、ブラジルの日本人ほど現地と溶け合い
、尊敬を受け、日本人もまたブラジルに感謝していると
いΨ成功事例は少ない。
日系人はブラジル社会で「ジャポネース・ガランチード
（日本人は信頼できる）」と称されるに到った。

麗澤（れいたく）大学名誉教授 文学博士。
丸山 康則（やすのり）



六，七世々代では、殆ど１００％が混
血となっている。つまり日系160万人
といったところで、その大半は混血で
あり、｢日系｣といΨこと自体、余り意
味をなさないことになる。言ってみれ
ば、いまはやりの、ボーダレスな状況
の中に、わが日系社会もとり込まれて
行くことになるわけである。
･･･この事実をよく認識し、それにどΨ
対処するべきかの心構えといったもの
を、確立して行くことが必要であろΨ。
(本分より)

サンパウロ人文科学研究所 ２００２．１１発刊



（１９８８年 サンパウロ人文科学研究所調査）



おそらくは五世々代の100％
近くは、ほぼ混血

（１９８８年 サンパウロ人文科学研究所調査）

混血

純血



３．日系社会支援活動の内容



① 日本語・日本文化普及活動支援
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ブラジルの日本語専門学校 ３２５校 生徒数 ２万人

モジ・ダス・クルーゼス日本語モデル校



② 日系移住地ラーモス
サンタカタリーナ州



・ モデルは日墨学園（田中角栄元総理尽力、メキシコシティーの
日本人学校内にメキシコ公認校＜幼稚園～高等学校＞を併設）

・ ２００８年ブラジル移民は百年祭に同構想実現を目指すも頓挫
（橋本龍太郎元総理尽力サンパウロ日本人学校内にブラジル公認校を併設する構想）。
結果、サンパウロに日系コレジオ６校を傘下とする「非営利法人 日伯教育機構」が設立された。

・ ２０１８年６月 ブラジル移民１１０周年記念事業として、かつて頓挫した日伯学園建設構想の実現に向けて
改めて、安倍晋三総理に陳情・日本政府尽力中。

との
真の交流はみられず、豊かではないが、独自の安定的生活を謳歌している。
彼らをとなる。

日系社会の悲願「日伯学園建設構想」



① 社団法人ブラジル日本語センター（在サンパウロ、中南米日本語普及活動の総本山）
＊日本語教師の養成、日本語学習者支援、日本語能力試験

② “ブラジル日系社会の悲願”日伯学園建設構想提言（2003年、日伯文化協会）
＊2008年のブラジル日本移民百周年記念事業として日墨学園に倣い日伯学園
を建設する。 （サンパウロ日本人学校内にブラジル公認校を併設）

③ 同建設構想頓挫(2005年)

④ 非営利法人日伯教育機構設立（在サンパウロ、2007年）
＊サンパウロ州・パラ州の日系コレジオ（幼・小・中・高等学校）６校傘下

⑤ 日伯学園建設構想復活活動開始（2016年）
＊ＴＲＡＢＲＡＳが日本政府首脳に実現を陳情（理解と支持を得た）
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④ ブラジル日本会議
理念＝日本の心を大切にする


